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手作りの細長いパン（グリッシーニ）を振る舞う玉木さん

地域おこしの活動を報告
地域おこし協力隊卒業報告会

　地域おこし協力隊卒業報告会は３月２７日、市役所で
開かれ、３０年度で任期を終える阿部文子さん、玉木陽
子さんが約３年間の活動内容を発表しました。
　阿部さんは、馬を活用した安比高原の芝草原再生な
どの取り組みを発表。卒業後も定住し、馬を介して人
とつながる活動を続けていきます。玉木さんは、山菜
や郷土のお菓子の研究、パン作りの資格取得など、食
に関する活動を発表。卒業後も定住し、商品開発や販
売に取り組んでいきます。

握手を交わす黒澤社長（左）とHIMSのエリック・リョン氏

安比で開校に向け始動
ハロースクール安比校の開校に向けた調印式

　英国の名門私立学校「Harrow School（ハロース
ク ー ル ）」のインターナショナルスクール安比校を開
校する事業提携合意調印式は４月５日、ホテル安比
グランドで行われ、岩手ホテルアンドリゾート（黒澤
洋史社長）とハローインターナショナルマネジメント
サービスリミテッド（以下、HIMS）が、令和４年８月の
開校を目標とする事業提携を締結しました。
　県内初となるインターナショナルスクールの安比
校は、日本の小学６年から高校３年に当たる11歳から
18歳までの7年間の全寮制。開校時は、日本国内と海
外の中学生約５００人が在籍し、最終的には9２０人までの
生徒数を見込んでいます。場所は安比高原内を選定
中で、約11㌶の土地に校舎や寄宿舎、グラウンドのほ
か、医療機関や商業施設を整備・誘致する計画です。
　授業は全て英語で行われ、日本の文化を生かした学
習内容を取り入れるほか、山が近く自然豊かな安比高
原の環境を生かし、自転車やテニス、スキーやスノー
ボードなど特別な教育プログラムを盛り込む予定。
　ハロースクールのバッティング氏は「アジアで５つ
目の学校が安比に設立される年に、ロンドンのハロー
スクールは４５０周年を迎える。その節目の年にまた安
比に訪れることを楽しみにしたい」と期待しました。
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青少年派遣事業を活用し海外留学
や研修の成果を市長に報告する学
生４人（３月20日、市役所）

漆工技能の継承が高評価
厚生労働省の「地域発 !いいもの」に選定

　市安代漆工技術研究センターの漆工技術後継者育
成事業が、厚生労働省の30年度「地域発！いいもの」に
選ばれ、３月27日に市役所で選定証が贈られました。
　希少性の高い漆工技能者を30年以上にわたり育成
し、安比塗の伝統技能を継承してきた取り組みが評価
されました。「地域発！いいもの」は、地域の産業振興や
技術者育成など特色ある取り組みを選定、周知し、地
域活性化を図るのが目的。28年度に開始してから３年
間で26事業が選ばれ、本県からの選定は初めてです。 県職業能力開発協会寺本事務局長（右）から楯が贈られました

団員を代表し決意表明する寺田相撲
スポーツ少年団の工藤琉誠君（４月
14日、市スポーツ少年団結団式）

山菜味わい今後を語らい
八幡平山菜栽培研究会「山菜まつり」

　八幡平山菜栽培研究会（遠藤光明会長）は３月22日、
友好都市交流促進センターで、会員相互の情報交換を
目的に山菜まつりを開きました。
　会員や関係団体ら約30人が参加。❶マイルドばっけ
❷八幡平みどり（うるい）❸八幡平バイオレット（ニン
ニク）❹八幡平行者の市登録４品種の種苗配布状況や
販売実績を確認しました。情報交換では、市場や産直
関係者へ消費者が求めるサイズや形などについて質
問が飛び、販売拡大へ向けて意見が交わされました。会員が栽培したばっけやニンニクを使った料理を試食

副市長から高橋沙紀さんと佐藤みの
りさんへ修了証書を授与（３月28日、
安代漆工技術研究センター修了式）

大会前に市役所を訪れて市長へ意気込みを示しました

全国の経験糧に成長誓う
市内の生徒４人がリトルシニア全国大会出場

　市内の生徒４人が所属する盛岡姫神リトルシニア
は３月26日、大阪を中心に開かれた第25回日本リト
ルシニア全国選抜野球大会に出場しました。
　所属するのは、西根中の髙橋勇
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希の３年生４人（敬称略、学
年は新年度）。初戦に前年優勝の世田谷西と対戦し、
０対６で敗退しました。主将の髙橋さんは「全国大会
という舞台で野球ができたことに感謝し、夏も全国
大会出場を目指します」と意欲を高めました。

八幡平に待望の春訪れ
八幡平アスピーテライン開通式

　八幡平アスピーテライン開通式は４月15日、松尾
八幡平ビジターセンターで行われました。
　当日は、悪天候のため開通式の会場を緑ヶ丘ゲー
トから同センターに変更。観光関係者らが集まり、
八幡平の観光シーズンの到来を祝いました。
　今季の雪壁は、例年よりも１㍍高く、最大約８㍍。
全国の雪の回廊と比較しても距離が長く、壁が高い
のが特徴で、八幡平を含めた観光ツアーなどにより
県内外や外国からの誘客を図ります。

地域を守る頼れる存在
市消防団辞令交付式

　市消防団辞令交付式は４月４日、市役所で行われ、
昇格25人、新入団員14人に辞令が交付されました。
　田村正彦市長は「どこの市町村も団員の確保を課
題としている中で、たくさん入団していただいてう
れしい。早く消防団や機械の操作に慣れて、活動を
頑張ってほしい」とあいさつ。
　式に出席した新入団員の菅原涼介さんは「火災や
災害の際には、地元の人に頼られる存在になれるよ
うに訓練を頑張りたい」と決意を新たにしました。

希望を胸に新学校生活
市内小・中学校入学式

　市内小・中学校の入学式は４月４日から８日にか
けて行われ、小学校10校で155人、中学校４校で172
人の新入生が学校生活をスタートしました。
　４月６日に行われた安代小の入学式では、小雪が
散らつく肌寒い天候のなか、15人の新入生が元気よ
く式典会場に入場。名前を呼ばれると体育館いっぱ
いに大きな声を響かせました。
　入学祝い品を受け取った関栞

か ん な

和さんは「小学校で
は算数を頑張りたい」と目を輝かせていました。入学祝い品を受け取る羽澤颯人君（左）と関さん(右)

新入団員一人一人に辞令が手渡されました

開通を祝いテープカットを行う関係者

西根中吹奏楽部と共演者らとの合
奏。同部スプリングコンサート（３
月30日、西根中体育館）

４月１日から２年間の任期で松
野・寄木区域の農地利用最適化推
進委員に小原ふく子さんを委嘱
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